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２
月
の
こ
よ
み

入
社
祭

１
日
　
午
前
10
時

教
会
長
連
絡
会
は
中
止

よ
ふ
き
会
例
会

２
日　

午
前
10
時

女
子
青
年
例
会

７
日　

午
前
９
時
50
分

月
次
祭

　
13
日
　
午
前
10
時

青
年
会
例
会13

日　

午
前
10
時

布
教
実
修
所14

日　

午
前
10
時

む
つ
み
会
例
会

16
日　

午
前
10
時

こ
は
る
会
例
会

18
日　

午
前
10
時

婦
人
会
例
会20

日　

午
前
10
時

本
部
月
次
祭26

日
　
午
前
９
時

　

大
教
会
の
春
季
大
祭
は
１
月

13
日
に
執
行
さ
れ
た
。
部
内
教

会
長
を
は
じ
め
、
本
愛
に
つ
な

が
る
よ
う
ぼ
く
・
信
者
が
参
拝

す
る
中
、
神
殿
講
話
に
は
大
教

会
世
話
人
・
松
村
義
司
本
部
員

が
登
壇
さ
れ
た
。

　

全
国
的
に
厳
し
い
寒
さ
と

な
っ
た
こ
の
日
、
参
集
し
た
よ

う
ぼ
く
・
信
者
に
は
、
神
殿
前

で
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が
用
意
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
も
配
慮
し
た
上
で
の

就
任
奉
告
祭
に
向
け

改
修
普
請 

始
ま
る

春
季
大
祭
厳
か
に

大
教
会
の
春
季
大
祭
は
１
月
13
日
、
晴
天
の
ご
守
護
の
も

と
厳
か
に
執
行
さ
れ
た
。
祭
典
終
了
後
に
は
、
大
教
会
世

話
人
・
松
村
義
司
本
部
員
に
よ
る
神
殿
講
話
が
行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も

参
拝
が
促
さ
れ
た
。

　

午
前
10
時
、
神
前
に
参
進
し

た
大
教
会
長
は
、
祭
文
の
中
で

六
代
会
長
就
任
奉
告
祭
に
向
け

た
決
意
を
述
べ
、
続
い
て
、
座

り
づ
と
め
と
十
二
下
り
の
て
を

ど
り
が
勤
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
松
村
義
司
先
生
が

神
殿
講
話
に
立
た
れ
た
。（
次

号
に
要
旨
）

　

続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
大
教

会
長
は
、
３
月
に
控
え
た
会
長

交
代
を
踏
ま
え
、
自
身
が
会
長

　

大
教
会
の
神
殿
１
階
の
改
修

普
請
に
伴
う
工
事
が
１
月
20
日

に
着
工
し
た
。

　

こ
の
普
請
は
六
代
会
長
就
任

奉
告
祭
に
向
け
た
も
の
。
１
階

の
ト
イ
レ
お
よ
び
玄
関
、
給
湯

室
、
託
児
室
な
ど
が
改
修
さ
れ

る
。
工
事
は
５
月
頃
完
了
の
予

定
。
ま
た
、
神
殿
に
続
く
階
段

の
内
壁
塗
装
工
事
も
２
月
中
旬

ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

と
し
て
務
め
た
28
年
間
を
振
り

返
り
、
特
に
印
象
深
く
感
じ
る

こ
と
な
ど
を
話
し
た
。
そ
の
中

で
「
か
つ
て
は
『
布
教
の
本
愛
』

と
言
わ
れ
た
本
愛
の
布
教
線
を

私
の
代
で
伸
ば
す
こ
と
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
心
残

り
で
は
あ
る
が
、
次
の
会
長
の

腕
の
見
せ
所
だ
と
も
思
う
」
と

述
べ
、
最
後
に
「
長
い
間
、
皆

さ
ま
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

◇

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
１
日

に
は
、
立
教
184
年
の
元
旦
祭
が

大
教
会
長
祭
主
の
も
と
、
午
前

５
時
か
ら
執
り
行
わ
れ
た
。　

六
代
会
長
就
任
奉
告
祭

６
月
20
日
執
行
　

　
　
　
　
　

活
動
目
標

　

喜
び
の
旬

　
　

お
た
す
け
の
日
々

　
　
　

楽
し
み
の
道

神殿玄関内部の完成予想図。スロープが設置される予定
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生
鮮
野
菜
の
卸

売
業
を
し
て
い
る

Ａ
さ
ん
と
い
う
男

性
が
い
ま
す
。
以

前
、
組
合
の
責
任

あ
る
立
場
に
つ
い

た
時
、
何
か
に
つ

け
て
話
し
合
い
が

う
ま
く
進
ま
ず
困

っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
親
友
の
Ｂ
さ

お
道
の
匂
い
を
周
囲
へ
広
め

信
仰
の
道
に
つ
な
ぐ
働
き
を

戸
別
訪
問
な
ど
で
積
極
的
に
教

え
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
そ
れ
以
前
に
ま
ず
自
分
が

教
え
を
ま
っ
す
ぐ
に
実
行
し
て

い
る
か
ど
う
か
が
肝
心
で
、
布

教
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
い
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

教
祖
の
御
心
は
、
人
間
を
た

す
け
た
い
一
条
の
親
心
で
す
。

だ
か
ら
天
理
教
の
信
仰
を
す
る

と
い
う
の
は
、
そ
の
御
心
を
常

に
自
分
の
心
に
映
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、

人
を
た
す
け
る
心
に
な
っ
て
、

人
だ
す
け
を
実
行
す
る
こ
と
が

教
祖
に
近
づ
く
「
心
の
成
人
」

で
あ
り
、
天
理
教
信
仰
者
に
と

っ
て
最
高
の
価
値
な
の
で
す
。

　

人
を
た
す
け
る
と
い
っ
て
も

大
げ
さ
に
考
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
夫
は
妻
を
、
妻

は
夫
を
た
す
け
る
心
に
な
り
、

家
族
に
優
し
く
接
し
て
い
く
。

こ
ん
な
身
近
で
日
常
的
に
実
行

で
き
る
事
柄
を
見
出
し
な
が

ら
、心
を
常
に
外
へ
向
け
て「
お

た
す
け
の
日
々
」
を
積
み
重
ね

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【第74回】【第74回】 言わん言えんの理を探る

教理随想
ん
が
熱
心
な
天
理
教
信
者
で
あ

る
こ
と
を
思
い
出
し
、
「
天
理

教
の
神
様
に
お
願
い
し
て
も
ら

え
な
い
か
」
と
相
談
を
持
ち
か

け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
Ｂ
さ
ん
が
自
分
の
所

属
す
る
教
会
の
会
長
さ
ん
に
話

を
す
る
と
、
早
速
教
会
で
お
願

い
つ
と
め
が
つ
と
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
Ｂ
さ
ん
に
連
れ
ら

れ
て
Ａ
さ
ん
は
初
め
て
教
会
に

参
拝
。
新
鮮
な
野
菜
を
お
供
え

し
て
真
剣
に
祈
り
ま
し
た
。
そ

の
折
に
会
長
さ
ん
か
ら
「
人
を

責
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
自

分
の
心
を
反
省
し
、
親
神
様
に

も
た
れ
て
お
通
り
く
だ
さ
い
」

と
い
う
意
味
の
お
さ
と
し
が
あ

り
、
Ａ
さ
ん
も
そ
の
言
葉
を
真

剣
に
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

後
日
、
そ
の
組
合
で
は
話
し

合
い
が
不
思
議
な
ほ
ど
円
満
に

進
み
、
Ａ
さ
ん
は
翌
月
の
月
次

祭
に
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
持
っ

て
御
礼
参
拝
に
来
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

言
わ
れ
る
ま
ま
に
自
ら
を
反

省
し
、
親
神
様
に
も
た
れ
て
祈

っ
た
Ａ
さ
ん
の
素
直
さ
と
、
教

会
長
の
誠
真
実
に
現
れ
た
不
思

議
な
ご
守
護
で
す
が
、
こ
こ
で

見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、

お
道
の
よ
う
ぼ
く
で
あ
る
Ｂ
さ

ん
の
存
在
で
す
。
お
そ
ら
く
Ａ

さ
ん
は
Ｂ
さ
ん
の
人
柄
を
た
い

へ
ん
信
頼
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
困
っ
た
時
、
す
ぐ

に
Ｂ
さ
ん
に
相
談
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
の
Ｂ
さ
ん
は
、
職
場
や

地
域
で
教
え
に
基
づ
く
生
き
方

を
実
践
し
、い
つ
も
お
道
の「
匂

い
」
、
す
な
わ
ち
、
つ
い
近
づ

き
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を

発
散
さ
せ
て
い
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
「
匂
い
」
に
Ａ

さ
ん
は
引
き
寄
せ
ら
れ
、
さ
ら

に
教
会
長
と
Ｂ
さ
ん
の
誠
真
実

に
よ
っ
て
不
思
議
な
ご
守
護
に

つ
な
が
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

■
本
当
の
「
に
を
い
が
け
」

　

お
ふ
で
さ
き
に
、

　

は
や

く
と
を
も
て
で
よ
ふ

　

と
を
も
へ
と
も　

み
ち
が
の

　

ふ
て
ハ
で
る
に
で
ら
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 　
（
二
―
13
）

と
あ
り
ま
す
。
親
神
様
は
、
た

す
か
る
道
へ
人
間
を
導
い
て
や

り
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
よ
う
ぼ
く
が
そ
の

道
を
付
け
る
役
目
を
果
た
し
て

く
れ
な
く
て
は
働
き
た
く
て
も

働
け
な
い
、と
い
う
意
味
で
す
。

そ
の
た
め
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た

の
が
私
た
ち
よ
う
ぼ
く
で
す
か

ら
、
日
々
を
教
え
通
り
に
生
き

て
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
な
困
っ
て

い
る
人
を
、
親
神
様
の
ご
守
護

に
つ
な
い
で
い
く
自
覚
と
努
力

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

天
理
教
の
信
仰
は
好
き
で
も

「
に
を
い
が
け
」
は
苦
手
、
と

い
う
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
人
前
で
教
え
を
説

い
た
り
し
な
く
て
も
布
教
は
で

き
ま
す
。
と
い
う
よ
り
、
自
分

が
教
え
に
基
づ
く
生
き
方
を
心

が
け
て
い
れ
ば
、
何
も
し
な
く

て
も
自
然
に
お
道
の
「
匂
い
」

が
伝
わ
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
本

当
の
「
に
を
い
が
け
」
で
す
。



ほ　　ん　　あ　　い（　3　）　第８５２号 立教１８４年２月１日

12 月

26 日　本部月次祭

27 日　餅つきひのきしん◇青年会例会

29 日　年末清掃・迎春準備ひのきしん

　　　 常任役員会議◇役員会議

31 日　大祓式

１月

１日　元旦祭

　祭　主・大教会長　扈者・大橋　進、吉田克義

　指図方・安藤正二郎　賛者・山本正太郎、吉田清和

　◇大教会長挨拶

２日　よふき会初例会

10 日　女子青年初例会

12 日　常任役員会議◇教会長年頭連絡会

13 日　春季大祭

　祭　主・大教会長　扈者・佐藤幸夫、安藤正二郎

　指図方・板山公司　賛者・出口邦郎、松原　悟

　◇祭典講話―世話人・松村義司先生

　　　青年会初例会

15 日　むつみ会初例会

17 日　こども食堂ＭＯＧＵ

18 日　ほんあいＯＫＥＩＫＯ

20 日　婦人会初例会

　　　おつとめ・十二下りてをどり、大教会長挨拶

立
教
184
年

春

季

大

祭
　

祭

典

役

割令
和
３
年
１
月
13
日

祭

　

主

大

教

会

長

扈

者

佐

藤

幸

夫

安

藤

正

二

郎

指

図

方

板

山

公

司

賛

者

出

口

邦

郎

松

原
　

悟

開

扉

大

教

会

長

お

つ

と

め

役

割

（
座
り
つ
と
め
）

（

前

半

）

（

後

半

）

て

を

ど

り

大

教

会

長

筑

紫

英

一

山

神

茂

彦

安

藤

吉

人

門

田　
　

茂

加

藤

成

幸

板

山

公

司

和

光

重

男

河

村

善

文

大

教

会

長

夫

人

吉

田

佳

子

筑

紫

藤

子

安

藤

ち

か

い

桑

子

郁

代

佐

藤

明

美

佐

藤

孝

代

出

口

敬

子

門

田

和

美

地

方

安

藤

正

二

郎

桑

子　

 

保

大

倉

光

晴

坂

倉

敏

之

杉

村

善

男

石

井

富

男

山

本

道

信

吉

田

克

義

津

田

豊

郎

笛

青

木

健

裕

中

島

功

雄

種

田

孝

男

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

上

野

昭

夫

出

口

順

英

塚

原

光

男

拍

子

木

大

倉

八

郎

佐

藤

正

成

松

浦

道

太

郎

太

鼓

松

原

友

治

板

山

眞

一

細

川　
　

明

す

り

が

ね

都

築

隆

道

大

橋　
　

進

坂

倉

敏

男

小

鼓

野

田

正

道

吉

田

正

信

伊

藤

寿

輝

琴

都

築

花

枝

出

口

愛

子

和

光

春

美

三

味

線

青

木

奈

美

子

若

杉

二

三

代

加

藤

ふ

み

胡

弓

長

谷

川

康

栄

石

川

本

子

長

尾

雅

子

大 教 会 日 誌 令和２年 12 月 25 日～令和３年 1月 24 日

修

養

科

生

教

養

掛

第
952
期

10
月　
　

大
橋　

直
子
（
本
愛
中
）

11
月　
　

中
島
恵
美
子
（
本
清
明
）

12
月　
　

出
口　

敬
子
（
本
正
道
）

右
の
各
氏
が
教
養
掛
を
務
め
た
。

12

月

の

初

席

者

直　

轄　
　
　
　

鈴
木　

啓
修

修
養
科
第
952
期
修
了
者

本
愛
勢 

筑
紫　

ゆ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
１
名

山
内
和
子
さ
ん
（
本
尾
州
分
教

会
二
代
会
長
夫
人)

　

１
月
10
日
に
出
直
さ
れ
た
。

享
年
90
歳
。
告
別
式
は
１
月
12

日
午
前
10
時
半
よ
り
、
安
藤
正

10
月
の 

お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者

本　

宏 
(

本
宏
河)

 

北
野　

風
花

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
１
名

12
月
の
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者

本　

心 
(

本
心
宮)

 

横
井
ひ
と
美

本
道
橋 

関　

健
一
郎

本
愛
勢 

筑
紫　

ゆ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
３
名

立
教
183
年

２

月

の

初

席

者

本　

知

 

樋
口　
　

徹

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
１
名

お

出

直

し

二
郎
役
員
を
斎
主
と
し
て
し
め

や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

本　

耕 

松
原　
　

充

 

以
上
２
名

陽
気
ぐ
ら
し
の

　
　
　
　
　
キ
ー
ワ
ー
ド

感
謝

慎
み

た
す
け
あ
い



ほ　　ん　　あ　　い第８５２号 令和３年２月１日（　4　）

　　　　　　立教183年　教　務　統　計 〔自　令和２年 1月 1日
至　令和２年12月31日〕

直 轄
本 名
本 築
本 宏
本 知
本 德
本 穂
本 煥
本 晃
本 藤
本 心
本 聽
本 定
本 耕
本 耀
本 道 橋
本 濱 松
本枇杷島
本 則 武
本 千 原
本 向 島
名 愛
本 山 王
本 孝 德
本 一 宮
本 眞 愛
本 正 行
本 正 道
本 實 愛
本 仁 愛
本 御 重
本 信 義
本 孝 道
本 愛 德
本 修 徳
本 修 行
本 良 心
本 一 心
本 中 村

3
1

2

1

1

3

2
1

2

1

1

1
1

1

1

1

1

3

1
2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

16

1

7

1

3

2

1

1

1

1

4

30

本 海 部
本 尾 頭
本 髙 見
本 枇 西
本 紫 水
本 喜 愛
本 重
本 理 愛
本 宝 浦
本 正 義
本 昭 和
本 清 明
本 正 心
本 桑 名
本 金 山
本 岩 塚
本 愛 岐
本 愛 守
本 西 部
本 愛 正
本 愛 湊
本 今 村
本 善 德
本 土 佐
本 鈴 鹿
本 滋 賀
本 愛 福
本 愛 岳
本 愛 中
本 愛 勢
本 愛 濃
本愛慶心
本 尾 愛
本 美 咲
本 美 郷
本 美 幸
本 春 明

合 計

教 会 名 教 会 名初席者 初席者
おさづ
けの理
拝戴者

おさづ
けの理
拝戴者

修養科
修了者

修養科
修了者

教　人
登録者

教　人
登録者


